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	令和８年度なは市民協働大学の“なう（今）”をお届けします！
	なは市民協働大学だより
	vol.01
	令和８年度テーマ
	『話す！つながる！動き出す！災害に強いまちをつくろう～求む！未来の防災リーダー～』
	第1回講座 開講式・オリエンテーション
	講師：FC琉球　宮瀬 忍 氏、内藤 慶 氏
	　なは市民協働大学へのご入学、おめでとうございます！講座を通して、防災に関するさまざまな団体の取組みを学び、避難所運営の体験をし、なは市民協働大学から地域の防災リーダーが誕生することを期待しています！
	【ブレスト体験】

	第2回講座 沖縄における防災の取組み
	講座のポイント
	沖縄県で起こりうる大規模災害について知る
	沖縄県、自衛隊が行ってきた災害対応/派遣について知る
	　後半は、陸上自衛隊第15旅団第51普通科連隊小田雅宏（おだ まさひろ）連隊長から、まず、各自治体との防災強化を目的とした取組みとして、防災訓練だけでなく、地域イベントでの入浴支援などを通した連携について説明がありました。また、大規模災害時に提供できる能力として、陸上自衛隊が保有している車両や資材について説明があり、実際に、東日本大震災をはじめ、小田氏が対応した派遣事例を交えながらお話いただきました。
	　受講生の皆さまが頷いたり、リアクションをしたりしている様子からしっか
	りと学びを深めている様子が印象的な時間でした。




